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  さらに月城洞類形 I 段階からⅡa 段階への間に鉄器組合や構成に急激な変動があること


































































 以上の研究を踏まえ、第 3 章では、韓半島と日本列島の鉄製農工具の交渉様相について
究明した。 
  九州地域の 5 世紀前半では先述した新羅系の蕨手刀子、U 字型鋤先、曲刃鎌などが多数
搬入され、急速なスピードで在地化し始める。また、九州地域ではないが、新羅地域産と














号→沖ノ島Ⅰ型(16 号、17 号)→沖ノ島Ⅱ型(21 号)に変化するという点は既に説明した。
21 号の年代がほかの遺跡に比べて新しいということは定説化されたことであるが、問題
は 16~18 号の年代である。 蕨手刀子からみると 18 号の蕨手刀子が 16・17 号に先行する
ことは間違いなく、18 号の蕨手刀子の上限年代はその型式上、老司古墳出土の蕨手刀子を
遡り難い。  






















































































































7 月 8 日の公聴会での発表は簡潔明瞭で、様々な質問にも的確に回答していた。 
 
